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このガイドについて

新しい製品を導入する組織では通常、実際にその製品を使い始める前にラボ環境でテス
ト を実施します。

このガイ ドでは、Novell® NterpriseTM Linux Services (NNLS) をシンプルな特定の構成でラ
ボ環境に設定する方法について説明します。 この構成のスコープは限定されており、
NNLS に関する知識を習得するこ と、および NNLS に含まれる Novell 製品を実際に体験
してみるこ とを目的と しています。

このガイ ドでは、 次の方法について説明します。

新しい eDirectoryTM ツ リーに 1 つの NNLS サーバをインス トールする

そのサーバにすべての NNLS コンポーネン ト をインス トールする

簡単なタスクを実行して基本的な NNLS サービスの理解を図る

複数の NNLS サーバをインス トールする場合や、このガイ ドでの指定と異なるツ リー構
造を作成する場合でも、 このガイ ドで説明されている基本的手順に従う と、 NNLS サー
ビスをラボ環境に設定できます。 ただし、 次のガイ ドの内容も参照するこ とをお勧めし
ます。

『Novell Nterprise Linux Services インス トールガイ ド』

『Novell Nterprise Linux Services 概要・プランニング・インプ リ メンテーシ ョ ンガイ ド』

マニュアルの表記規則

このマニュアルでは、 不等号 (>) を使用して、 操作手順の動作、 およびクロス リ ファレ
ンスパス内の項目を区切り ます。

商標記号 (®、TM など ) は、Novell の商標を示します。アスタ リ スク (*) はサードパーティ
の商標を示します。

あるパス名を記述する際、 あるプラ ッ ト フォームでは円記号が使用され、 別のプラ ッ ト
フォームではスラ ッシュが使用される場合は、 Linux の表記規則に従い、 スラ ッシュを
使用してパス名を表記します。 NetWare® のよ うにパス名を円記号で記述するプラ ッ ト
フォームでは、 ソフ ト ウェアの必要に応じて円記号を使用してください。
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1 Nterprise Linux Servicesのラボへのインストール

Novell® NterpriseTM Linux Services (NNLS) をラボ環境にインス トールするには、このセク
シ ョ ンの手順に従います。

このセクシ ョ ンでは、 次の作業について説明します。

9 ページの 「必要なラボ設定」

12 ページの 「ダウンロード と インス トールメディアの作成」

13 ページの 「.iso イ メージファイルのマウン ト 」

14 ページの 「サーバソフ ト ウェアのインス トール」

必要なラボ設定

こ のガイ ド で説明さ れている操作および演習を実行するには、 次のよ う な環境が必要
です。

次の要件を満たす Linux サーバが用意されている必要があ り ます。

サーバク ラスのコンピュータである

Pentium* II 以上のプロセッサを搭載している (Pentium 4、 1.5GH ｚ を推奨 )

512MB 以上 RAM を持つ (1GB を推奨 )

30GB 以上の空きディ スク領域がある

次のいずれかのLinuxプラ ッ ト フォームがインス トールされている (いずれもサ
ポート対象 )

SuSE* Linux Enterprise Server 8.0

Red Hat* Enterprise Linux AS 2.1

Red Hat Enterprise Linux ES 2.1

10 ページの「サーバインス トール要件への準拠」で説明された Linux インス トー
ル要件に準拠している

gettext RPM がインス トールされている

ラボのネッ ト ワークおよびインターネッ トへの IP 接続が可能

Novell iPrint をテス トする場合は、静的 IP アドレスが割り当てられたプリ ンタをラボ
のネッ ト ワークに接続する必要があ り ます。

また、iPrint のテス トには、使用する Windows* ワークステーシ ョ ンのタイプ ( 以下を
参照 ) に適したプリ ンタのプリ ンタ ド ライバも必要です。
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iPrint または GroupWise® Collaboration Client をテス トするには、Internet Explorer 6 SP1
以降がインス トールされていて、 かつ次のいずれかのオペレーティングシステムを
実行している Windows ワークステーシ ョ ンが 1 台以上必要です。

Windows XP

Windows 2000

Windows NT* 4

Windows 95/98/ME

重要 : GroupWise クライアントをテストする場合は、Windows ワークステーションに GroupWise クラ

イアントがインストールされていないことを確認してください。クライアントがインストールされてい

ると、このガイドのインストール手順は無効になります。

ワークステーションからクライアントを削除する場合は、Novell ディレクトリと、そのサブディレクト

リおよびファイルも削除する必要があります。Novell ディレクトリは通常、ローカルハードドライブの

ルートに置かれています。

サーバインストール要件への準拠

対象となるラボのサーバに Linux をインス トールする と きは、 このセクシ ョ ンで説明す
る次のガイ ド ラインに従います。

静的 IP アドレスを使用する

NNLS のインス トールおよび環境設定メカニズムでは、 ラボのサーバは、 DHCP からア
ドレスを取得するのではなく、 静的 IP アドレスを使用する必要があ り ます。 RedHat お
よび SuSE のインス トールでは、 デフォルトで DHCP が使用されるため、 IP アドレスの
設定を手動で変更する必要があ り ます。

ホスト名のみを入力する

Linux のインス トール中にホス ト名を入力するよ うに求められたと きは、 ホス ト名に
DNS ド メ イン情報を含めないよ うに注意してください。 たとえば 「mylinuxbox」 とい う
文字列のみを入力します。

ホス ト名にはDNS ド メ イン情報 (mylinuxbox.mylab.mycompany.comなど ) を含めません。 

ホス ト名にド メ インを含める と、 eDirectory およびその他の NNLS コンポーネン トが正
し く インス トールされません。
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事前にパーティションの計画を立てる

サーバのハード ド ライブにパーティシ ョ ンを作成する と きは、表 1 で説明されている項
目について計画する必要があ り ます。

表 1 ラボサーバのパーティション要件

NNLS のインストール前に /etc/hosts を調べる

Linux をインス トールしたら、 NNLS 製品がサーバの IP アドレスを正し く解決できるよ
うにするため、 次の手順を実行する必要があ り ます。

1 サーバの /etc/hosts ファ イルを編集します。

2 次の行に servername 変数が存在する場合は、 削除します。 

127.0.0.1 servername localhost.localdomain localhost

その結果、 次のよ うにな り ます。

127.0.0.1 localhost.localdomain localhost

3 まだ存在しない場合は、 hosts ファ イルに次の行を追加します。

serverip fullyqualifiedhostname servername

こ こで、 serverip は NNLS サーバの IP アドレス、 fullyqualifiedhostname はサーバの完
全修飾ホス ト名、 servername はラボサーバのホス ト名です。 

たとえば、 次のよ うな行を /etc/hosts ファ イルに追加します。 

10.1.1.1 mylinuxbox.mylab.mycompany.com mylinuxbox

パーティション 最小ディスク容量 その他の注意点 予定の割り当て

/boot * * 選択したオペレーティングシステムのマニュアルを参

照してください。

/swap * * 通常、サーバに装着されている RAM の 2 倍の容量 ( 上
限は 1GB) を必要とします。 

詳細については、選択したオペレーティングシステムの
マニュアルを参照してください。

/ * * このパーティションには、残りのすべてのディスク領

域が含まれます。パーティションを拡張すると、サブ
パーティション (/var、/opt、/usr、/etc、/home) 用の領

域が自動的に利用可能になります。
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ダウンロードとインストールメディアの作成

多くの Linux 製品と同様、 Novell Nterprise Linux Services (NNLS) は Web からダウンロー
ド します。 以下では、 ダウンロードするコンポーネン ト と、 必要なファイルおよび CD
メディアを用意する手順について説明します。 
重要 : このセクションの手順では、3 つの操作すべてを同じワークステーション上 (Windows または Linux) で
実行するものとします。複数のワークステーションを使用する場合やプラットフォームが混在する場合に必
要となるコピーや検証については、取り上げません。

1 NNLSのコピーを入手するには、Novell認定リセラーSMに問い合わせるか、Novell Web
サイ トの Linux 製品ページ (http://www.novell.com/ja-jp/products/linuxservices) を参照
してください。

次のファイルをダウンロードするためのURLが記載された電子メールが送られてき
ます。

インス トール時に必要な eDirectoryTM NICI 基本キーファイル (*.nfk)

eDirectory ライセンスファ イル (*.nlf) も送信されてきます。ただし、 このファ イ
ルは NNLS のインス トールには不要です。

Novell_Nterprise_Linux_Services_1.0.iso

NNLS を Linux サーバにインス トールするためのファイルを格納した CD イ メー
ジが含まれています。

Novell_Nterprise_Linux_1.0_Companion_CD.iso

次のものをインス トールするためのファイルを格納した CD イ メージが含まれ
ています。

Novell GroupWise Collaboration Client for Windows

Windows および NetWare 用 Novell DirXML® ド ラ イバ

Novell NetDrive ク ライアン ト

2 指示に従ってファ イルをダウンロード します。

3 ファ イルに含まれているMD5ベースのチェッ クサムユーティ リ ティ を実行し、各.iso
ファ イルの整合性を検証します。

たとえば Linux システムでは、 次のコマンドを入力できます。

md5sum filename
こ こで、 filename は検証する .iso ファ イルの名前です。

Windows システムでは、 Windows と互換性のある MD5 ベースのチェッ クサムユー
ティ リ ティを Web から入手して、そのユーティ リ ティの使用手順に従う必要があ り
ます。

各ファ イルの MD5 チェッ クサム値を表 2 に示します。

表 2 MD5 チェックサム値

ファイル名 MD5 チェックサム値

Novell_Nterprise_Linux_Services_1.0.iso 7111fb9edd285af4a220d91517b6655a

Novell_Nterprise_Linux_1.0_Companion_CD.iso d76a962e6773024cd5a0c8b9ae33f4a4

http://www.novell.com/ja-jp/products/linuxservices
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4 ( 状況によって実行 ) CD ライターがない場合は、13 ページの「.iso イ メージファ イル
のマウン ト 」 に進んでください。

5 CD ライターとブランク CD2枚を使用して、それぞれのイ メージファ イルから CD を
作成します。

6 CD に次のよ うにラベルを付けます。

Novell Nterprise Linux Services 1.0
Novell Nterprise Linux Services 1.0 Companion CD

14 ページの 「サーバソフ ト ウェアのインス トール」 に進んでください。

.iso イメージファイルのマウント

前のセクシ ョ ンで NNLS CD を作成した場合は、 14 ページの 「サーバソフ ト ウェアのイ
ンス トール」 に進んでください。

CD ライターを利用できない場合でも、次の指示に従う と、Linux サーバにソフ ト ウェア
をインス トールできます。 ただし、 次のコンポーネン トは NNLS Companion CD を必要
とするため、 インス トールしてテス トするこ とはできません。

GroupWise Collaboration Client。 51 ページの 「GroupWise Collaboration ク ライアン ト
を使用した NetMail へのアクセス」 を参照してください。

Novell NetDrive。 53 ページの 「NetDrive」 を参照して ください。

Novell DirXML ド ラ イバ。このガイ ドではインス トールおよびテス ト されません。24
ページの 「DirXML および DirXML スタータパッ クに関する注意」 を参照してくだ
さい。

Linux サーバに .iso ファ イルをマウン トするには、 次の手順に従います。

1 Novell_Nterprise_Linux_Services_1.0.isoファ イルをNNLSサーバにコピーします(まだ
コピーしていない場合 )。次に、12 ページのステップ 3 の手順に従って MD5 チェッ
クサム値を検証します。

2 NNLSサーバのシェルまたはターミナルウ ィンド ウに、root ユーザと してアクセスし
ます ( まだアクセスしていない場合 )。

3 サーバのファイルシステム上に、 イ メージのマウン トポイン ト となるディ レク ト リ
を作成します。 

SuSE システムの場合は、 次のコマンドを入力します。

mkdir /media/iso
Red Hat システムの場合は、 次のコマンドを入力します。

mkdir /mnt/iso
4 次のいずれかのコマンドを入力して、 ISO イ メージをマウン ト します。

SuSE システムの場合は、 次のコマンドを入力します。

mount -o loop /file_path_and_filename /media/iso
Red Hat システムの場合は、 次のコマンドを入力します。

mount -o loop /file_path_and_filename /mnt/iso
こ こで、 file_path_and_filename はステップ 1 でサーバにコピーされた ISO イ メージ
ファ イルへのパスです。
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サーバソフトウェアのインストール

必要条件

Novell Nterprise Linux Services (NNLS) を Linux サーバにインス トールするには、 次の作
業を完了しておく必要があ り ます。

NNLS のインス トール先となる Linux サーバが 9 ページの「必要なラボ設定」の要件
を満たしているこ とを確認します。

12 ページの 「ダウンロード と インス トールメディアの作成」 の手順に従って、 イン
ス トール用ソフ ト ウェアを用意します。

手順

1 NNLSサーバのシェルまたはターミナルウ ィンド ウに、root ユーザと してアクセスし
ます ( まだアクセスしていない場合 )。

2 ( 状況によって実行 ) マウン ト した .iso イ メージファ イルからインス トールする場合
は、 システムプロンプ トが表示されたら、 次のコマンドを入力します。 
cd /mnt/iso
ステップ 5 に進んでください。

3 Novell Nterprise Linux Services 1.0 CD を Linux サーバに挿入し、システムのコマンドを
入力してマウン ト します。

SuSE サーバの場合は、 次のコマンドを入力します。

mount /media/cdrom
Red Hat サーバの場合は、 次のコマンドを入力します。

mount /mnt/cdrom
4 サーバのインス トールディレク ト リに移動します。

SuSE サーバの場合は、 次のコマンドを入力します。 
cd /media/cdrom
Red Hat サーバの場合は、 次のコマンドを入力します。 
cd /mnt/cdrom

5 次のコマンドを入力して、 インス トールスク リプ ト を開始します。

./install.sh
6 次の表のプロンプ トが表示されたら、 指示された操作を実行します。

プロンプト アクション

Selection [install]: 
( 選択［インストール］:)

<Enter> を押します。

Express install [no]: 
( 高速インストール［いいえ］:)

<Enter> を押します。

Selection [finish]: ( 選択［終了］:) <Enter> を押します。
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--More-- (-- 続き --) スペースキーを使用してスクロールし、使用許諾
書を読みます。

Agree to license (y/n): 
( ライセンスに同意する (y/n)):

「y」と入力します。

Please select the NICI Foundation Key (.nfk)
file [/mnt/floppy]: (NICI 基本キー(.nfk) ファイ

ルを選択してください［/mnt/floppy］:）

12 ページの「ダウンロードとインストールメ

ディアの作成」の指示に従って Novell から入手

した、NICI 基本キーファイルへのパスおよびファ

イル名を入力します。

Selection [New Tree]: ( 選択［新規ツリー］:) <Enter> を押します。

Enter the new tree name: 
( 新しいツリー名を入力してください :)

「acme_tree」と入力します。

Enter the eDirectory server port [524]: 
(eDirectory サーバポートを入力してくだ

さい［524］:)

<Enter> を押します。

Enter the FDN admin name with context (i.e. 
cn=admin.o=novell): (FDN admin 名をコン

テキストとともに入力してください (i.e. 
cn=admin.o=novell):)

「cn=admin.o=acme」と入力します。

Enter the Admin password: 
(Admin パスワードを入力してください :)

後で思い出せるパスワードを入力します。

Re-type password: 
( パスワードを再入力してください :) 

同じパスワードを再入力します。

Enter the server context [o=acme]: 
( サーバコンテキストを入力してください

［o=acme］:) 

「ou=servers.ou=lab.o=acme」と入力します。

Enter the LDAP port number [389]: (LDAP
ポート番号を入力してください［389］:) 

<Enter> を押します。

その他のプロンプト NetMailTM サーバのドメイン名を要求するプロン

プトが表示されるまで、プロンプトに応じて
<Enter> を押します。

Enter the Domain Name for the NetMail 
Server (NetMail サーバのドメイン名を入力

してください :)

サーバの DNS 名と完全な DNS コンテキストを

入力します。たとえば、「myserver.mycompany
.com」と入力します。

その他のプロンプト Red Carpet のインストール情報を収集している

ことを知らせるメッセージが表示されるまで、プ
ロンプトに応じて <Enter> を押します。

Enter the e-mail address 
[admin_name@company_name.com]: 
( 電子メールアドレスを入力してください

［admin_name@company_name.com］:) 

NNLS のアップデートのために登録する場合は、

電子メールアドレスを入力します。

Web プロキシサーバに関する質問 Linux サーバのプロキシに関する質問に答えます。

プロンプト アクション
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すべての NNLS コンポーネン トが Linux サーバにインス トールされます。

7 readme ファ イルを表示するかど うかを確認するプロンプ トが表示されたら、 「n」 と
入力します。

8 環境設定ファ イルを保存するかど うかを確認するプロンプ トが表示されたら、 「y」
と入力します。

この環境設定ファ イルを使用して応答ファ イルを作成し、 以後の非対話型インス
トールに使用するこ と もできます。応答ファイルの詳細については 『Novell Nterprise
Linux Services インス トールガイ ド』 の 「非対話型のクイ ッ ク インス トールまたはカ
スタムインス トールの実行」 を参照して ください。

次の手順

NNLS インス トールの設定を開始するには、 2 章 「eDirectory とアイデンティティサービ
ス」 (17 ページ ) に進んでください。

View summary information [yes]: 
( 概要情報を表示します［はい］:) 

<Enter> を押して概要を表示するか、「n」と入力

して <Enter> を押します。

Do you want to make any changes? [no]: 
( 変更はありますか ?［いいえ］:) 

<Enter> を押すか、「y」と入力して <Enter> を押

し、変更します。

プロンプト アクション
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2 eDirectory とアイデンティティサービス

Novell® eDirectoryTM はNovell NterpriseTM Linux Services (NNLS)の中核をなす主要コンポー
ネン トで、 次の機能を備えています。

中央集中型のアイデンティティ管理

ネッ ト ワーク サーバと そのサービスを管理するための基盤と なるイ ンフラ スト ラ
ク チャ

ファ イアウォール内と Web からの両方のアクセスセキュ リティ

このガイ ドで取り上げるインス トールのシナリオでは、 NNLS のテス トおよび学習用と
して、 ACME_TREE とい う名前の新しい eDirectory ツ リーが作成されます。 このツ リー
とその内部オブジェク トの操作を習得する と、 eDirectory の果たす役割を理解しやすく
な り ます。

このセクシ ョ ンでは、 次の項目について説明します。

17 ページの 「このガイ ドでの eDirectory 情報の使用」

18 ページの 「ラボの eDirectory ツ リー」

22 ページの 「ユーザおよびグループのコンテキス トの作成」

22 ページの 「Linux User Management (LUM) 用グループオブジェク トの作成」

23 ページの 「ユーザ (eDirectory ユーザオブジェク ト ) の作成」

このガイドでの eDirectory 情報の使用

実際の稼働環境に NNLS をインス トールする と きは、あらかじめツ リーのプランニング
と設計について入念に検討するこ とが不可欠です。

ただし、このガイ ドでは、ユーザ側でこのよ うなプランニングを行う必要はあ り ません。
このガイ ドで使用される eDirectory オブジェク トの一部は、1 章「Nterprise Linux Services
のラボへのインス トール」 (9 ページ ) で作成されたものです。

次のセクシ ョ ンでは、 eDirectory の概要を説明しています。

すでに eDirectory の知識があ り、プランニングについての説明を読む必要がない場合は、
次の手順に従ってください。 

1. このガイ ドで使用される eDirectory ツ リー構造 (18 ページの 図 1) を確認します。

2. 22 ページの 「ユーザおよびグループのコンテキス トの作成」 に進みます。
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eDirectory のプランニングの概要

効率的でわかりやすい eDirectory を設計するには、 次の点を考慮する必要があ り ます。 

使用するネッ ト ワークのレイアウ ト

組織の構造

『Novell eDirectory 8.7.3 管理ガイ ド』 の 「Novell eDirectory ネッ ト ワークの設計」 で説明
されている問題と設計上の注意点について、 十分検討する必要があ り ます。

ラボの eDirectory ツリー

図 1 は、 このガイ ドの演習で使用する eDirectory ツ リーの例を示しています。 また、
eDirectory ツ リーの設計時に考慮すべき基本的な要素も示しています。

注 : IS 部門オブジェクトはこのガイドでは作成されませんが、説明用に記載されています。

図 1 ラボの eDirectory ツリー
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現在のラボツリー

図 2 は、 NNLS をラボにインス トールするこ とによって作成した eDirectory ツ リーを示
しています。 淡色で表されているオブジェ ク トは説明用のオブジェ ク ト で、 現在のツ
リーには存在しません。 このガイ ドで説明されている手順に従う と、 ツ リーは 18 ペー
ジの 図 1 のよ うにな り ます。

図 2 現在のラボツリー
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ラボツリーの拡張

このガイ ドでは、ツ リーに NNLS サーバを 1 台のみインス トールする場合の構成を説明
します。 

ツ リーに追加サーバをインス トールする場合は、図 3 で説明されているよ うな準備作業
が必要です。 

すでに述べたよ うに、追加サーバのインス トールについてはこのラボガイ ドでは取り上
げません。詳細については、『Novell Nterprise Linux Services インス トールガイ ド』 の 「初
期インス トール後の install.sh の実行」 を参照してください。

図 3 拡張したツリー
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iManager へのアクセス

Novell iManager は、 主に eDirectory サービス と NNLS サービスの管理に使用されるブラ
ウザベースのツールです。 

iManager を起動し、後続のセッシ ョ ンで使用できるよ うにブラウザを設定するには、次
の手順に従います。

1 ブラウザに次の URL を入力し、 iManager を起動します。

http://IP_or_DNS/nps/iManager
IP_or_DNS は、 NNLS サーバの IP アドレスまたは DNS 名です。

ネッ ト ワーク上に DNS 名を持つサーバの場合は、NNLS をインス トールする と、 こ
の DNS 名が使用され、 サーバの SSL 証明書が作成されます。 NNLS へのアクセス
URL には、 常にこの DNS 名を使用するこ とをお勧めします。

2 (状況によって実行)セキュ リ ティの警告(一般には証明書がブラウザから信頼されな
いこ とを示すポップアップメ ッセージ ) が表示されない場合は、 22 ページの 「ユー
ザおよびグループのコンテキス トの作成」 に進みます。

セキュ リティの警告が表示される原因と しては、 NNLS サーバの証明書を発行した
eDirectory 認証局 (CA) が有効な CA と してブラウザに認識されない、 という こ とが
考えられます。 

その場合、 次のよ うな方法があ り ます。

警告が表示されるたびに ［はい］ をク リ ッ ク して続行します。

この方法を選択する場合は、 22 ページの 「ユーザおよびグループのコンテキス
トの作成」 に進んでください。

CAの証明書 (ルート証明書 ) をインポートするこ とによ り、以後のブラウザ使用
時にこのメ ッセージが表示されないよ うにします。

この方法を選択する場合は、 ステップ 3 に進んでください。

ブラウザで認識されるサードパーティの CA からサーバ証明書を購入し、インス
トールします。

この手順については、 このガイ ドでは取り上げません。 詳細については、 Linux
プラ ッ ト フォームのマニュアルと、『Novell eDirectory 8.7.3 管理ガイ ド』の 「サー
ドパーティプロバイダの証明書を使用する」 を参照して ください。

3 ［セキュ リ ティの警告］ ダイアログボッ クスで、［証明書の表示］ をク リ ッ ク します。

4 ［証明書のインス トール］ > ［次へ］ の順にク リ ッ ク します。

5 ［すべての証明書を次のス ト アに配置する］ オプシ ョ ンを選択します。

6 ［参照］ をク リ ッ ク します。

7 ［信頼されたルート証明機関］ を選択します。

8 ［OK］ > ［次へ］ > ［完了］ の順にク リ ッ ク します。

9 証明書をルート ス ト アに追加してもよいこ とを確認します。 

10 ［OK］ > ［OK］ > ［はい］ の順にク リ ッ ク します。
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ユーザおよびグループのコンテキストの作成

NNLS 製品ではいずれも、 システム上のユーザを表すユーザオブジェク ト を作成する必
要があ り ます。 Linux User Management コンポーネン ト と Samba コンポーネン トでは、
ユーザを割り当てるこ とのできるグループオブジェク ト も作成してください。

18 ページの 「eDirectory のプランニングの概要」 の図 2 と図 3 には、 Users とい う名前の
部門オブジェク トがあ り ます。 通常は、 ユーザオブジェク トやグループオブジェク ト な
どのユーザ関連オブジェク ト を格納する部門オブジェク ト を 1つ以上作成しておく と便
利です。 

次の手順に従って、lab 部門オブジェク トに Users とい う名前の部門コンテナオブジェク
ト を作成します。

1 iManager に Admin と してログインします。

2 ［オブジェク トの表示］ アイコン をク リ ッ ク します。

3 左側の画面で、 acme 組織オブジェク ト の横にある下矢印 をク リ ッ ク します。 

4 ［lab］ をク リ ッ ク し、 ド ロ ップダウン リ ス ト から ［オブジェク トの作成］ を選択し
ます。

5 ［使用可能なオブジェク ト ク ラス］ リ ス トから ［部門］ を選択し、 ［OK］ をク リ ッ ク
します。

6 ［Organizational Unit name ( 部門名 )］ フ ィールドに 「Users」 と入力します。

7 ［OK］ をク リ ッ ク します。

iManager は閉じないでください。 次のセクシ ョ ン 「Linux User Management (LUM) 用グ
ループオブジェク トの作成」 に進んでください。

Linux User Management (LUM) 用グループオブジェクトの作成

NNLS サーバまたは Linux ワークステーシ ョ ンで PAM 対応サービス (login や Passwd な
ど ) を使用するこ とを eDirectory ユーザに許可する場合は、Linux User Management (LUM)
をインス トールする必要があ り ます。 

LUM は、NNLS サーバから Samba (Windows CIFS/SMB) ファ イルサービスを利用するこ
とを eDirectory ユーザに許可する場合にも必要です。

1 前のセクショ ンのステップ 7に続いて、lab の横にある下矢印 をク リ ッ ク します。

2 ［Users］ をク リ ッ ク し、ド ロ ップダウン リ ス トから ［グループの作成］ を選択します。

3 ［グループ名］ フ ィールドに 「LUMUsers」 と入力します。

4 ［OK］ > ［OK］ の順にク リ ッ ク します。

5 ［Linux Config］ フ ィールドの横にある ［参照］ アイコン をク リ ッ ク します。

6 ［オブジェク トセレク タ］ ウ ィ ンド ウで、 acme オブジェク トの横にある下矢印をク
リ ッ ク します。

7 ［UNIX Config］ をク リ ッ ク します。

8 iManager のメ インウ ィンド ウで、 ［OK］ > ［OK］ の順にク リ ッ ク します。

iManager は閉じないでください。次のセクシ ョ ン 「ユーザ (eDirectory ユーザオブジェク
ト ) の作成」 に進んでください。
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ユーザ (eDirectory ユーザオブジェクト ) の作成

演習用と して、 表 3 に示されているユーザを作成する必要があ り ます。

表 3 作成するユーザ

1 前のセクシ ョ ンのステップ 8 に続いて、 左の画面で ［Users］ をク リ ッ ク し、 ド ロ ッ
プダウン リ ス トから ［ユーザの作成］ を選択します。

2 ［ユーザ名］ フ ィールドに、 表 3 に記載されているユーザ名を入力します。

3 表 3 に従って、 ajohns の名 ( オプシ ョ ン ) と姓 ( 必須 ) を入力します。

4 ［ホームディ レク ト リの作成］ はオンにしないでください。

これは NetWare 専用のオプシ ョ ンです。

5 ［パスワード］ フ ィールド と ［パスワードを再入力してください］ フ ィールドの両方
に同じパスワードを入力します。 

表 3 で説明したよ うに、作成中のユーザを Windows ユーザと一致させる場合は、 こ
のパスワードが Windows のパスワード と一致するよ うに注意してください。

6 ［単純パスワードの設定］ はオンにしないでください。 

これは NNLS には不要です。

7 (オプシ ョ ン )必要に応じて、eDirectoryの検索結果に表示させる役職やその他の情報
を入力します。

8 ［OK］ > ［OK］ の順にク リ ッ ク します。

9 ［参照］ アイコン をク リ ッ ク し、 そのユーザのプライマ リ グループを指定します。

10 ［オブジェク トセレク タ］ ウ ィ ンド ウで、 lab オブジェク トの横にある下矢印 をク
リ ッ ク します。

11 Users オブジェク トの横にある下矢印 をク リ ッ ク します。

12 ［LUMUsers］ をク リ ッ ク します。

フィールド名 ユーザ 1 ユーザ 2 ユーザ 3 その他のユーザ

ユーザ名 : ajohns bjohnson cmartin NNLS ファイルサービスの中には、eDirectory のユーザ名とパス

ワードが Windows へのログインに使用されるユーザ名およびパ

スワードと同じである場合は、それらを使用せずに Windows か

らアクセスできるものがあります。

このようなファイルサービスをテストするには、ラボの Windows
ワークステーションへのログインに使用する Windows ユーザと

一致する eDirectory ユーザを作成します。 

また、この表にある3つのeDirectoryユーザ名と一致するWindows
ユーザを作成することもできます。

名 : Arnold Bobby Chris

姓 : Johns Johnson Martin
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13 Samba 設定は変更しないでください。 

変更する と Samba パスワードが設定されず、このガイ ドで指示する Samba 関係の操
作ができなくな り ます。

14 ［OK］ > ［OK］ の順にク リ ッ ク します。

15 表 3に記載されているその他のユーザや、新たなユーザオブジェク ト (作成する場合 )
について、 この手順を繰り 返します。

DirXML および DirXML スタータパックに関する注意

ユーザ情報が格納されているディ レク ト リが組織内に複数存在する場合は、 Novell 
DirXML® の導入を検討する必要があ り ます。Novell Nterprise Linux Services には、DirXML
スタータパッ クが含まれています。 このスタータパッ クは、 NT ド メ イン、 Active 
Directory* ド メ イン、および eDirectory ツ リーに保存されている情報の同期をサポート し
ているほか、 フル機能版 DirXML 製品に含まれる評価版ド ライバ ( ディ レク ト リおよび
データベース用 ) も備えています。

ユーザオブジェク トは、 このセクシ ョ ンの手順に従って作成するこ と もできますが、
eDirectory にインポートするこ と もできます。 また、 DirXML を使用して、別々のデータ
ベースに格納されているすべてのユーザデータを ( パスワード も含めて ) 相互に同期さ
せるこ と も可能です。 

あるシステムのデータに変更が加えられる と、 DirXML はそれを検出し、 定義されたビ
ジネスポ リシーに基づいて、 接続されている他のシステムに変更内容を伝達します。

ラボガイ ドは、DirXML 関連マニュアルに含まれ、スタータパッ ク とフル機能版 DirXML
製品の学習ガイ ド と して使用できます。 詳細については、 Novell Nterprise Linux Services
用の 『DirXML スタータパッ ク 1.0 ラボガイ ド』 を参照してください。

次の手順

ラボで使用するユーザオブジェ ク ト をすべて作成したら、 3 章 「NNLS 上での Samba
(Windows ファ イルサービス )」 (25 ページ ) に進みます。
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3 NNLS上でのSamba (Windowsファイルサービス )

Samba は、Linux コンピュータやその他のプラ ッ ト フォームで Microsoft* SMB/CIFS ネッ
ト ワーキングプロ ト コルを使用できるよ うにする、オープンソースの無料ソフ ト ウェア
スイートです。Windows ユーザが Samba を使用する と、Windows ファ イルサーバにアク
セスする場合と同じよ うに、Novell® NterpriseTM Linux Services (NNLS) サーバにアクセス
できるよ うにな り ます。

Samba は、 GNU General Public License があれば無料で入手できます。

このセクシ ョ ンでは、 次の項目について説明します。

25 ページの 「概要」

26 ページの 「Samba のユーザホームディ レク ト リの作成」

概要

図 4 は、 26 ページの 「Samba のユーザホームディ レク ト リの作成」 の手順を完了したと
きに利用可能になるファイルサービスを示しています。 

NNLS での Samba ファイルサービスの詳細については、 『Novell Nterprise Linux Services
概要 ・ プランニング ・ インプリ メンテーシ ョ ンガイ ド』 の 「NNLS の Samba 」 を参照し
て ください。
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図 4 NNLS 上での Samba

Samba のユーザホームディレクトリの作成

23 ページの 「ユーザ (eDirectory ユーザオブジェク ト ) の作成」 で説明されているユーザ
オブジェク トの作成手順では、Samba設定を変更しないよ うに指示されています(24 ペー
ジのステップ 13)。 この指示に従う と、 作成されたユーザオブジェク トから NNLS 上の
Samba にアクセスできるよ うになり ます。

ただし、ユーザが Samba にアクセスするには、 まず Linux サーバのシェルプロンプ トか
ら各ユーザにログインし、 ホームディ レク ト リ を作成する必要があ り ます。

1 root ユーザと してログインし、NNLS サーバのシェルプロンプ トにアクセスします。

Linux 管理者の多くは Linux サーバにグラフ ィカルユーザインタフェース (GUI) を
ロードせず、 常にシェルプロンプ トで作業を行います。 

GUI を実行している場合は、 <Ctrl>+<Alt>+<F1> を押すとシェルプロンプ トにアク
セスできます。

重要 : この手順は、GUI 内から起動したシェルプロンプトや、SSH セッションなどのリモートセッショ

ンからは実行しないでください。このようにして実行すると、ホームディレクトリの作成処理は失敗し

ます。

2 23 ページの「ユーザ (eDirectory ユーザオブジェク ト ) の作成」の説明に従って作成し
たユーザ名とパスワードを入力し、 シェルプロンプ トにログインします。

ホームディ レク ト リが作成されたこ とを示すメ ッセージが表示されます。

3 システムプロンプ トが表示されたら、 「exit」 と入力します。
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4 Samba サービスへのアクセスを許可する各ユーザオブジェク トについて、 ステップ
2 およびステップ 3 を繰り返します。

5 (状況によって実行 )すべてのSambaユーザについてホームディ レク ト リの作成が完
了したら、GUI を実行している場合は <Ctrl>+<Alt>+<F7> を押して GUI 画面に戻り
ます。

次の手順

この時点で Samba ファ イルサービスのテス ト を実施する場合は、 49 ページの 「Samba
(Windows ファ イルサービス ) の使用」 に進んでください。

それ以外の場合は、 4 章 「メ ッセージングサービス」 (29 ページ ) に進んでください。
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4 メッセージングサービス

Novell® NterpriseTM Linux Services (NNLS) には、次の 2 つの Novell 電子メール製品が含ま
れています。 

NetMailTM 3.5:  柔軟でパワフルな電子メールサーバです。 次の機能をサポート して
います。 

標準の電子メール機能

カレンダ、 スケジュール、 ビジーサーチ

タスク、 メモ、 その他

GroupWise® 6.5 Collaboration Client:  Novell の定評ある GroupWise 6.5 製品の最新ク
ライアン トです。 NetMail 3.5 サーバとの連携が強化されています。

このセクシ ョ ンでは、 次の項目について説明します。

29 ページの 「概要」

30 ページの 「Users 用の NetMail の設定」

31 ページの 「NetMail アドレス帳の設定」

32 ページの 「GroupWise 6.5 Collaboration Client のインス トール」

概要

30 ページの 図 5 は、 この後のセクシ ョ ンの手順を完了したと きに利用可能になる電子
メールサービスを示しています。 

NNLS での NNLS 電子メールサービスの詳細については、『Novell Nterprise Linux Services
概要・プランニング・インプリ メンテーシ ョ ンガイ ド』の「Novell NetMail 3.5 と GroupWise
6.5 Collaboration Client」 を参照してください。
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図 5 NNLS 上での電子メールサービス

図 5 に示された電子メールサービスを NNLS サーバで利用できるよ うにするには、次の
セクシ ョ ンの手順を実行する必要があ り ます。

注 : このガイドの演習では、同じ NNLS サーバ上のユーザが相互にメッセージを交換するという単純なケー
スを取り上げます。 

インターネット経由で電子メールをやり取りするケースをテストする場合は、正式なドメイン名を使用し、
『Novell NetMail 3.5 Administration Guide』の「SMTP Agent」の手順に従って SMTP エージェントを設定し
てください。  

ラボ内の各システム間での SMTP メールの転送をテストする場合も、エージェントを設定する必要がありま
す。正式なドメイン名を使用する必要はありません。ラボで使用しているLANのDNSサーバのみが必要です。

Users 用の NetMail の設定

このセクシ ョ ンでは、 Users コンテナオブジェ ク ト と連携するよ うに、 eDirectoryTM の
NMAP エージェン ト を設定します。 

NMAP エージェン トは、 メ ッセージがメ ッセージキューに入ってからユーザのメール
ボッ クスに配信されるまで、 またはインターネッ ト経由で配信するために送り出される
まで、 すべてのメ ッセージ処理と配信を管理します。 各メ ッセージングシステムには少
なく と も 1 つの NMAP エージェン トが必要です。 また、 メ ッセージングシステム内の
ユーザはすべて、NMAP エージェン トのいずれかのコンテキス トに含まれている必要が
あ り ます。

1 iManager で、 ［役割およびタスク］ アイコン をク リ ッ ク します。

2 ［NetMail Management］ > ［NetMail Management の起動］ の順にク リ ッ ク します。

3 ［参照］ アイコン をク リ ッ ク します。

4 上矢印アイコン を 2 回ク リ ッ ク し、［Web Administration Server (Web 管理サーバ )］
オブジェク ト をク リ ッ ク します。

5 ［OK］ をク リ ッ ク します。

6 証明書の警告が表示されたら、 ［はい］ をク リ ッ ク します。 
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JavaScript
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7 Novell WebAdmin で、［Internet Services ( インターネッ トサービス )］ の横にあるプラ
ス記号 (+) をク リ ッ ク します。

8 ［Messaging Server ( メ ッセージングサーバ )］オブジェク トの横にあるプラス記号 (+)
をク リ ッ ク します。

9 ［NMAP Agent (NMAP エージェン ト )］ をク リ ッ ク します。

10 右側のウ ィンド ウで、 ［コンテキス ト ］ タブをク リ ッ ク します。

11 ［参照］ アイコン をク リ ッ ク します。

12 ［参照］ ウ ィンド ウで、acme 組織オブジェク トの横にあるプラス記号 (+) をク リ ッ ク
します。

13 lab コンテナオブジェク トの横にあるプラス記号 (+) をク リ ッ ク します。

14 Users ( プラス記号ではなく名前 ) をク リ ッ ク します。

15 ［保存］ をク リ ッ ク します。

ユーザのコンテキス トが ［Managed Contexts ( 管理されているコンテキス ト )］ リ ス
トに表示されます。

16 ［保存］ をク リ ッ ク します。

17 ページ上部にあるタブの右側に ［成功］ メ ッセージが表示されるこ とを確認します。

NetMail アドレス帳の設定

1 前のセクシ ョ ンのステップ 17 に続いて、左の画面で Modular Web エージェン トの横
にあるプラス記号 (+) をク リ ッ ク します。

2 ［IMS Mail Module (IMS メールモジュール )］ をク リ ッ ク します。

3 ［パーソナル］ の ［アドレス帳］ セクシ ョ ンで、 ［使用可能］ をオンにします。

4 ［システム全体］ で、 ［使用可能］ をオンにします。

5 ［使用不可］ オプシ ョ ンの下にある空フ ィールドに、 NNLS サーバの IP アドレス と
「:52389」 を続けて入力します。

6 ［保存］ をク リ ッ ク します。

7 ［終了］ アイコン をク リ ッ ク して WebAdmin を終了し、 ウ ィンド ウを閉じます。

8 NNLS サーバのシェルプロンプ トが表示されたら、 次のコマンドを入力します。

/etc/init.d/novell-netmail stop
/etc/init.d/novell-netmail start

この時点で NetMail サービスのテス ト を実施する場合は、 50 ページの 「ブラウザを使用
した NetMail へのアクセス」 に進んでください。

それ以外の場合は、次のセクシ ョ ン 「GroupWise 6.5 Collaboration Client のインス トール」
に進んでください。
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GroupWise 6.5 Collaboration Client のインストール

ラボのWindowsワークステーシ ョ ンにコラボレーシ ョ ンク ライアン ト をインス トールす
るには、 次の手順に従います。

1 Windows ワークステーシ ョ ンに、Novell Nterprise Linux Services Companion CD を挿入
します。

2 ［スタート ］ > ［ファ イル名を指定して実行］ の順にク リ ッ ク します。

3 Companion CDのGroupwise_Nterprise_Linux\win32ディレク ト リに移動して、setup.exe
を実行します。

4 ソフ ト ウェアのインス トール中に次の操作を実行します。

4a ［スタート アップフォルダソフ ト ウェアの選択］ ダイアログボッ クスで、
［GroupWise お知らせ君］ の選択を解除します。

4b ［Software Integrations ( ソフ ト ウェアの統合 )］ ダイアログボッ クスで、すべての
ソフ ト ウェアプログラムの選択を解除します。

4c ［セッ ト アップ完了］ ダイアログボッ クスで、 GroupWise を起動するオプシ ョ ン
をオフにします。

4d ［完了］ をク リ ッ ク します。

5 デスク ト ップで ［GroupWise］ アイコンを右ク リ ッ ク し、 ［プロパティ］ をク リ ッ ク
します。

6 ［ターゲッ ト ］ フ ィールドに、 スペース と 「/pr-c:\remote_mailbox」 を続けて
入力します。remote_mailbox はローカルハード ド ライブ上のディ レク ト リパスで、こ
のディ レク ト リ内に GroupWise データベースが作成および保存されます。

7 ［OK］ をク リ ッ ク します。

次の手順

この時点で GroupWise ク ライアン トのテス ト を実施する場合は、51 ページの「GroupWise
Collaboration ク ライアン ト を使用した NetMail へのアクセス」 に進んでください。

それ以外の場合は、 5 章 「Novell iFolder」 (33 ページ ) に進んでください。
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5 Novell iFolder

Novell iFolder® は、 Novell® NterpriseTM Linux Services (NNLS) の重要なファイルサービス
コンポーネン トです。 これを使用する と、 ローカルアクセスが可能なファイルのマスタ
コピーを保存するための Web ベースおよびネッ ト ワークベースの リポジ ト リ (iFolder
サーバ ) を構築できます。

このセクシ ョ ンでは、 次の項目について説明します。

33 ページの 「概要」

34 ページの 「ユーザ検索コンテキス トの設定」

34 ページの 「iFolder ユーザの有効化」

概要

図 6 は、 この後のセクシ ョ ンの手順を完了したと きに利用可能になるファ イルサービス
を示しています。 

NNLS での iFolder ファイルサービスの詳細については、 『Novell Nterprise Linux Services
概要 ・ プランニング ・ インプリ メンテーシ ョ ンガイ ド』 の 「Novell iFolder」 を参照して
ください。

図 6 NNLS 上での iFolder ファイルサービス

  

NNLS

Windows 
(iFolder )

iFolder

Windows 
( )

NNLS
eDirectory

NNLS
eDirectory



34   Novell Nterprise Linux Services ラボガイド

    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  15 April 2004

ユーザ検索コンテキストの設定

1 ブラウザのアドレスフ ィールドに次のURLを入力して、iFolder Managementツールを
起動します。

https://IP_or_DNS/iFolderServer/Admin
IP_or_DNS は、 NNLS サーバの IP アドレスまたは DNS 名です。

ネッ ト ワーク上に DNS 名を持つサーバの場合、NNLS をインス トールする と、その
DNS 名が使用され、サーバの SSL 証明書が作成されます。証明書が一致しないとい
う メ ッセージを回避するため、 アクセス URL には常にこの DNS 名を使用してくだ
さい。

2 ［グローバル設定］ アイコン をク リ ッ ク します。

3 Admin と してログインします。

4 左側の画面で、 ［User LDAPs ( ユーザの LDAP)］ をク リ ッ ク します。

5 右側の画面で、［iFolder LDAP Server (iFolder LDAPサーバ)］ リ ンクをク リ ッ ク します。 

6 ［Contexts to Search ( 検索するコンテキス ト )］ セクシ ョ ンで、［Search Subcontexts ( サ
ブコンテキス ト を検索 )］ オプシ ョ ンをオンにします。

7 ［更新］ をク リ ッ ク します。

iFolder ユーザの有効化

iFolder のインス トール後に作成されるユーザはすべて自動的に iFolder を利用できるよ
うになるため、 次の手順は、 このラボでのインス トールには必要あ り ません。 ただし、
ネッ ト ワークユーザの iFolder アクセスが実際に有効かど うかを確認しておく こ とをお
勧めします。

1 前のセクシ ョ ンのステップ 7 に続いて、 ［User Management ( ユーザ管理 )］ アイコン
をク リ ッ ク します。

2 左側の画面で、 ［高度な検索］ をク リ ッ ク します。

3 右側の画面で、 ［検索］ をク リ ッ ク します。

iFolder のインス トール後に作成されたユーザの iFolder アクセスは、有効になってい
ます 。

4 (オプシ ョ ン )追加したユーザのiFolderアクセスを有効にするには、［User Management
( ユーザ管理 )］ ダイアログボッ クスのオプシ ョ ンを使用します。

次の手順

この時点で iFolder ファイルサービスのテス ト を実施する場合は、 52 ページの 「iFolder
の使用」 に進んでください。

それ以外の場合は、 6 章 「Virtual Office」 (35 ページ ) に進んでください。
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6 Virtual Office

Novell Virtual Office は、 Novell® NterpriseTM Linux Services (NNLS) の中核となる作業効率
化コンポーネン トです。 これを使用する と、 NNLS サービスに Web 経由でアクセスでき
るよ うにな り ます。 

図 7 は、 このガイ ドに記載された NNLS ラボインス トールで使用できるデフォルトの
サービスを示しています。 

NNLS での Virtual Office の詳細については、 『Novell Nterprise Linux Services 概要 ・ プラ
ンニング ・ インプリ メンテーシ ョ ンガイ ド』 の 「概要」 を参照してください。

図 7
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次の手順

このガイ ドの手順を実行する と、 Virtual Office のインス トールが完了します。 このガイ
ドで説明されている以上の設定は必要あ り ません。

この時点で Virtual Office のテス ト を実施する場合は、 54 ページの 「Virtual Office の使
用」 に進んでください。

それ以外の場合は、 7 章 「iPrint」 (37 ページ ) に進んでください。
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7 iPrint

Novell iPrint は Novell® NterpriseTM Linux Services (NNLS) のプリ ン トサービスコンポーネ
ン トであ り、簡単に導入できる強力な印刷ソ リ ューシ ョ ンです。これを使用する と、ネッ
ト ワークユーザは、任意の Windows ワークステーシ ョ ンから任意のネッ ト ワークプリ ン
タに印刷できるよ うになり ます。

このセクシ ョ ンでは、 次の項目について説明します。

37 ページの 「概要」

38 ページの 「プ リ ンタ用 eDirectory コンテキス トの作成」

39 ページの 「プ リ ン ト ド ラ イバス ト アの作成」

39 ページの 「Windows プラ ッ ト フォームから ド ライバス ト アへのプリ ンタ ド ライバ
の追加」

40 ページの 「プ リ ン トマネージャオブジェク トの作成」

41 ページの 「iPrint プリ ンタオブジェク トの作成」

概要

38 ページの 図 8 は、 この後のセクシ ョ ンの手順を完了したと きに利用可能になるプリ
ン トサービスを示しています。 

NNLS での iPrint サービスの詳細については、 『Novell Nterprise Linux Services 概要・プラ
ンニング ・ インプリ メンテーシ ョ ンガイ ド』 の 「iPrint の機能」 を参照して ください。
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図 8 NNLS 上での iPrint

プリンタ用 eDirectory コンテキストの作成

システム管理者がネッ ト ワークプリ ンタ専用のコンテナオブジェク ト を 1つ以上作成す
る場合もよ くあ り ます。 組織では、 それぞれのニーズに応じてこのよ うな作成方法を選
択できます。 プリ ンタは、 組織内の任意の場所に設置できます。 

1 ブラウザのアドレスフ ィールドに次の URL を入力し、 iManager を起動します。

http://IP_or_DNS/nps/iManager
IP_or_DNS は、 NNLS サーバの IP アドレスまたは DNS 名です。

2 iManager に Admin と してログインします。

3 ［オブジェク トの表示］ アイコン をク リ ッ ク します。

4 左側の画面で、 acme 組織オブジェク ト の横にある下矢印 をク リ ッ ク します。 

5 ［lab］ をク リ ッ ク し、 ド ロ ップダウン リ ス ト から ［オブジェク トの作成］ を選択し
ます。

6 ［使用可能なオブジェク ト ク ラス］ リ ス トから ［部門］ を選択し、 ［OK］ をク リ ッ ク
します。

7 ［Organizational Unit name ( 部門名 )］ フ ィールドに、 「Printers」 と入力します。

8 ［OK］ > ［OK］ の順にク リ ッ ク します。
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プリントドライバストアの作成

1 iManager で、 ［役割およびタスク］ アイコン をク リ ッ ク します。

2 ［iPrint］ > ［Create Driver Store ( ド ラ イバス ト アの作成 )］ の順にク リ ッ ク します。

3 ［Driver Store Name ( ド ラ イバス ト ア名 )］ フ ィールドに、「Print_Drivers」 と入力
します。

4 ［コンテナ名］ フ ィールドの横にある ［参照］ アイコン をク リ ッ ク します。

5 lab の横にある下矢印  ク リ ッ ク し、 Printers 部門オブジェク ト をク リ ッ ク します。

6 ［eDir Server (eDir サーバ )］ フ ィールドの横にある ［参照］ アイコン をク リ ッ ク し
ます。

7 labの横にある下矢印 をク リ ッ ク し、Serversの横にある下矢印 をク リ ッ ク して、
使用している NNLS サーバ名をク リ ッ ク します。

8 ［OK］ > ［OK］ の順にク リ ッ ク します。

Windows プラットフォームからドライバストアへのプリンタドライ
バの追加

ド ラ イバファ イルを使用する と、 プ リ ンタ ド ラ イバを ド ラ イバス ト アにロードできま
す。ただし、ほとんどの Windows ワークステーシ ョ ンには、システムで利用できるプリ
ンタ ド ライバが多数用意されているため、最も簡単にプリ ンタ ド ライバを追加する方法
は、 ワークステーシ ョ ンから ド ライバを直接ロードするこ とです。

つま り、Windows XP ド ラ イバは Windows XP ワークステーシ ョ ンからロード し、Windows
2000 ド ラ イバは Windows 2000 ワークステーシ ョ ンからロード します。

ラボ内に設置した各 Windows プラ ッ ト フォームに対して、次に示す手順を 1 回ずつ実行
します。

Windows XP

Windows 2000

Windows NT 4

Windows 95/98/ME

1 ワーク ステーショ ンでブラ ウザを開き、アド レスフィ ールド に次の URL を入力し
ます。

http://IP_or_DNS/ipp
IP_or_DNS は、 NNLS サーバの IP アドレスまたは DNS 名です。

2 ［iPrint Client のインス トール］ をク リ ッ ク します。

3 ［開く］ をク リ ッ ク します。

4 使用許諾書を読み、 ［同意する］ をク リ ッ ク します。

5 ク ライアン トがインス トールされたら、 ［完了］ をク リ ッ ク します。

6 ブラウザを閉じます。

7 まだ実行していない場合は、iManager を起動し (http://server/nps/iManager)、Admin と
してログインします。



40   Novell Nterprise Linux Services ラボガイド

    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  15 April 2004

8 ［iPrint］ > ［ド ラ イバス ト アの管理］ の順にク リ ッ ク します。

9 ［iPrint のド ライバス ト ア名］ フ ィールドの横にある ［参照］ アイコン をク リ ッ ク
します。

10 Printers コンテナを参照し (acme>lab>printers)、［Print_Drivers］オブジェク ト をク リ ッ
ク します。

11 ［OK］ をク リ ッ ク します。

12 ［ド ラ イバ］ タブをク リ ッ ク します。

13 使用しているワークステーシ ョ ンの種類 (Windows XP、Windows 2000 など ) を示すリ
ンクをク リ ッ ク します。

14 ［Add from System ( システムから追加 )］ をク リ ッ ク します。

15 ［ リ ソースの追加］ ダイアログボッ クスで、ラボのテス トで使用する予定のプリ ンタ
に適したド ライバを選択します。

16 ［OK］ をク リ ッ ク します。

17 ( オプシ ョ ン ) 複数のプリ ンタをテス トするには、テス トするプリ ンタごとにステッ
プ 14 からステップ 16 を繰り返します。

18 完了したら、 ［適用］ > ［OK］ の順にク リ ッ ク します。

プリントマネージャオブジェクトの作成

iPrint Manager は、 eDirectoryTM のプリ ン トマネージャオブジェク トによって表示および
管理されます。 これは NNLS サーバ上で実行されるデーモンであ り、プ リ ン トオブジェ
ク トの作成時に実行されている必要があ り ます。 プ リ ン ト設定が完了する と、 iPrint マ
ネージャはプリ ン ト ジ ョブ要求を受け取り、プ リ ンタの準備が整った時点でその要求を
プリ ンタに転送します

1 前のセクシ ョ ンのステップ 18 に続いて、［iPrint］ > ［プ リ ン トマネージャの作成］ の
順にク リ ッ ク します。

2 ［マネージャ名］ フ ィールドに、 次のよ うに入力します。

iPrint_Manager
3 ［コンテナ名］ フ ィールドの横にある ［参照］ アイコン をク リ ッ ク します。

4 lab の横にある下矢印 をク リ ッ ク し、 ［Printers］ をク リ ッ ク します。

5 ［eDir Server (eDir サーバ )］ フ ィールドの横にある ［参照］ アイコン をク リ ッ ク し
ます。

6 labの横にある下矢印 をク リ ッ ク し、Serversの横にある下矢印 をク リ ッ ク して、
使用している NNLS サーバ名をク リ ッ ク します。

7 ［ド ラ イバス ト ア］ フ ィールドの横にある ［参照］ アイコン をク リ ッ ク します。

8 labの横にある下矢印 をク リ ッ ク し、Printersの横にある下矢印 をク リ ッ ク して、
［Print_Drivers］ をク リ ッ ク します。

9 ［OK］ > ［OK］ の順にク リ ッ ク します。
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iPrint プリンタオブジェクトの作成

ド ラ イバがド ライバス ト ア内にあ り、 IP アドレスまたは DNS 名が指定されているすべ
てのプリ ンタに対して、 iPrint プリ ンタオブジェク ト を作成できます。

1 iManager で、 ［役割およびタスク］ アイコン をク リ ッ ク します。

2 ［iPrint］ > ［プ リ ンタの作成］ の順にク リ ッ ク します。

3 ［プ リ ンタ名］ フ ィールドに、 プ リ ンタの名前を入力します。

4 ［コンテナ名］ フ ィールドの横にある ［参照］ アイコン をク リ ッ ク します。

5 lab の横にある下矢印 をク リ ッ ク し、 ［Printers］ をク リ ッ ク します。

6 ［マネージャ名］ フ ィールドの横にある ［参照］ アイコン をク リ ッ ク します。

7 labの横にある下矢印 をク リ ッ ク し、Printersの横にある下矢印 をク リ ッ ク して、
［iPrint_Manager］ をク リ ッ ク します。

8 表示されるフ ィールドに、 プ リ ンタの DNS 名または IP アドレスを入力します。

9 プリ ンタの場所を入力し、 ユーザが設置場所を把握できるよ うにします。

10 ( オプシ ョ ン ) 説明を入力します。

11 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

12 テス トする各 Windows プラ ッ ト フォームに適したド ライバを選択します。

13 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

14 ［OK］ をク リ ッ ク します。

次の手順

この時点で iPrint のテス ト を実施する場合は、 55 ページの 「iPrint の使用」 に進んでく
ださい。

それ以外の場合は、 8 章 「NetStorage」 (43 ページ ) に進んでください。
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8 NetStorage

Novell NetStorage は、 Novell® NterpriseTM Linux Services (NNLS) の各種ファイルサービス
コンポーネン ト です。 これは、 Virtual Office の一部と してインス トールされ、 Virtual
Office の ［ファ イル］ ボタンから実行されるファ イルサービスを提供します。 ただし、
NetStorage には、 Virtual Office を経由せずに直接アクセスするこ と もできます。 

図 9は、デフォルト で使用可能になっている NetStorageファ イルサービスを示しています。 

NNLSでのNetStorageファ イルサービスの詳細については、『Novell Nterprise Linux Services
概要 ・ プランニング ・ インプ リ メ ンテーシ ョ ンガイ ド』 の 「Novell NetStorage」 を参照
して ください。

図 9 NNLS 上での NetStorage

NNLS では、 NetStorage のデフォルトのインス トールを行う と、 次の 2 つのフォルダに
アクセスできるよ うになり ます。

ローカルファイルシステム上にあ り、 ReadMe.html ファ イルが保存されている共有
フォルダ (ReadMe.html ファ イルには NetStorage ス ト レージロケーシ ョ ンオブジェク
トの作成方法が記載されています )。
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サーバ上の Novell iFolder® データス ト アにリ ンクする iFolder Storage Provider。

NNLS では、 NetStorage から iFolder へのアクセスは自動的に設定されます。

重要 : 11 章「NNLS の学習」(49 ページ ) で指示された手順を実行した場合は、ラボユーザが NetStorage
にアクセスするより先に、すべてのラボユーザに関する 52 ページの「iFolder クライアントを使用した

ユーザアカウントへのアクセス」のセットアップ処理が完了していることになります。ユーザが

NetStorage または Virtual Office 経由で初めてファイルにアクセスする場合でも、パスフレーズの設定

を求めるプロンプトは表示されず、iFolder データストア内のデータは暗号化されません。

次の手順

iFolder のテス ト をすでに終了し ( 前述の 「重要」 を参照 )、 NetStorage ファ イルサービス
のテス ト を実施しよ う と している場合は、 55 ページの 「NetStorage の使用」 に進んでく
ださい。

それ以外の場合は、 9 章 「eGuide」 (45 ページ ) に進んでください。
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9 eGuide

Novell® eGuide は、Novell NterpriseTM Linux Services (NNLS) の Virtual Office の一部と して
インス トールされ、 eDirectoryTM やその他の LDAP 準拠データソースに格納されている
情報へのユーザアクセスを提供します。 eGuide では、ユーザは電話帳を調べるよ うな感
覚でユーザ情報にアクセスできます。 管理者が eDirectory オブジェク トに格納した情報
はすべて、 eGuide からユーザに提供されます。

46 ページの 図 10 は、デフォルトで、NNLS 上の eGuide を利用してユーザが自分の情報
を閲覧する仕組みと、システム上の他ユーザに関する情報の一部を閲覧する仕組みを説
明しています。 

NNLS での eGuide の詳細については、 『Novell Nterprise Linux Services 概要 ・ プランニン
グ ・ インプリ メンテーシ ョ ンガイ ド』 の 「eGuide」 を参照してください。
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図 10 NNLS 上での eGuide

次の手順

この時点で eGuide のテス ト を実施する場合は、 56 ページの 「eGuide の使用」 に進んで
ください。

それ以外の場合は、10 章「Linux User Management (LUM)」(47 ページ ) に進んでください。
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10 Linux User Management (LUM)

Novell® Linux User Management (LUM) は、 Novell NterpriseTM Linux Services (NNLS) の重
要なコンポーネン トで、 次の 2 つの基本機能を備えています。

このガイ ドの前半で説明したよ うに、eDirectoryTMにLinuxユーザオブジェク ト を作成
し、Windows ユーザが NNLS サーバの Samba ファ イルサービスを利用できるよ うに
します。 

NNLSサーバで loginや ftp などの PAM対応サービスにアクセスしているユーザに対
し、 eDirectory での認証を要求できます。 

図 11 は、 LUM が PAM 対応サービス と連携する仕組みを示しています。 詳細について
は、 『Novell Nterprise Linux Services 概要 ・ プランニング ・ インプリ メンテーシ ョ ンガイ
ド』 の 「Linux User Management (LUM)」 を参照してください。

図 11 NNLS での Linux User Management

48 ページの 表 4 は、 LUM をインス トールする と制御可能になる PAM 対応サービスを
示しています。 デフォルトでは、 NNLS インス トール中に LUM サポート と して有効に
なるのは login コマンドだけです。
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表 4 PAM 対応サービス

このガイド の前半 (23 ページの 「ユーザ (eDirectory ユーザオブジェク ト ) の作成」 ) で説
明したユーザ作成手順では、NNLS サーバにログインする権利を持つ LUM ユーザを 3 人
作成しました。 

新しい手順

こ の時点で LUM サービ スのテス ト を実施する場合は、 56 ページの 「Linux User
Management (LUM) の使用」 に進んでください。

それ以外の場合は、 11 章 「NNLS の学習」 (49 ページ ) に進んでください。

コマンド 実行場所 LUM ユーザに対する機能

ftp 別のホスト eDirectory/LUM ユーザ名とパスワードを提供した後、NNLS サーバとの間で

ファイルを転送します。

login NNLS サーバ、または NNLS
サーバとのSSHセッション内

eDirectory/LUM ユーザ名とパスワードを使用して、直接 NNLS サーバにログ

インするか、サーバとの SSH セッション中にログインします (sshd も有効な

場合 )。

passwd NNLS サーバ、または NNLS
サーバとのSSHセッション内

現在のユーザの eDirectory パスワードを変更します。

注 : NNLS でのパスワード変更には、Virtual Office を使用することをお勧めし

ます。詳細については、『Novell Nterprise Linux Services 概要・プランニン

グ・インプリメンテーションガイド』の「パスワード管理と Samba のパス

ワード」を参照してください。

rlogin 別のホスト eDirectory/LUM のユーザ名とパスワードを提供した後、リモートホストシス

テムのシェルプロンプトから NNLS サーバにログインします。

rsh 別のホスト eDirectory/LUM のユーザ名とパスワードを提供した後、リモートホストシス

テムのシェルプロンプトから NNLS サーバ上でコマンドを実行します。

sshd 別のホスト eDirectory/LUM のユーザ名とパスワードを提供した後、セキュリティ保護さ

れた暗号化接続を NNLS サーバとの間で確立します。

su NNLSサーバ、またはNNLSサー

バとの SSH セッション内

eDirectory/LUM ユーザとしてログインしている間は、一時的に別のユーザと

見なされます。

多くの場合、LUM ユーザでなく一時的な root ユーザとして、ローカルの Linux
マシンを管理する完全なシステム権限が与えられます。 
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11 NNLS の学習

Novell® NterpriseTM Linux Services (NNLS) をインス トールし、これまでのセクシ ョ ンで説
明した設定を完了する と、 NNLS サーバをラボで使用する準備が整います。

このセクシ ョ ンでは、 NNLS で利用できる基本的なサービスについて学習します。 サー
ビスの詳細については、 『Novell Nterprise Linux Services 概要 ・ プランニング ・ インプリ
メンテーシ ョ ンガイ ド』 を参照して ください。 各サービスの総合的なマニュアルについ
ては、NNLS マニュアルの Web サイ ト  (http://www.novell.com/documentation/japanese/nnls)
にある管理ガイ ドおよびその他のマニュアルを参照してください。

Samba (Windows ファイルサービス ) の使用

注 : このセクションの手順を実行するには、3 章「NNLS 上での Samba (Windows ファイルサービス )」(25
ページ ) に記載された指示をすべて完了している必要があります。

1 Windows エクスプローラで、 ［ツール］ > ［ネッ ト ワーク  ド ラ イブの割り当て］ の順
にク リ ッ ク します。

2 ［フォルダ］ フ ィールドに、 次のよ うに入力します。

\\IP_or_DNS\username
こ こで、IP_or_DNS は NNLS サーバの IP アドレスまたは完全な DNS 名で、username
は Samba ユーザのログイン名です。

3 (状況によって実行 ) Sambaのユーザ名とパスワードがWindows ワークステーシ ョ ン
へのログインに使用したユーザ名およびパスワード と一致しない場合は、 別のユー
ザ名のリ ンクをク リ ッ ク し、 eDirectory に作成した Samba ユーザのユーザ名とパス
ワードを指定します。

4 ［完了］ をク リ ッ ク します。

5 Windows エクスプローラまたはデスク ト ップからファイルを Samba フォルダにド
ラ ッグします。

6 NNLS サーバのシェルプロンプ トが表示されたら、root ユーザと して /home/username
ディレク ト リにアクセスし、 Samba フォルダに入れたファイルがサーバから見える
こ とを確認します。

デフォルトでは、 このド ライブマッピングは、 Windows ワークステーシ ョ ンにユーザが
ログインするたびに利用可能になり ます。

http://www.novell.com/documentation/japanese/nnls
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ブラウザを使用した NetMail へのアクセス

注 : このセクションの手順を実行するには、4 章「メッセージングサービス」(29 ページ ) に記載された手順
をすべて完了している必要があります。

1 Java*対応のWebブラウザを使用し、次のURLを入力してNetMailTM にアクセスします。

http://IP_or_DNS:52080
IP_or_DNS は、 NNLS サーバの IP アドレスまたは DNS 名です。

2 bjohnson と してログインします。

3 (オプシ ョ ン ) NetMailヘルプウ ィンド ウを開いてWebAccessインタフェースについて
調べるには、 ヘルプアイコン をク リ ッ ク します。

4 WebAccess ウ ィンド ウの左端の画面で、 ［作成］ アイコン をク リ ッ ク します。

5 ［アド レス帳］ ボタンをク リ ッ ク します。

6 ［検索語句］ フ ィールドに、 「john」 と入力します。

7 ［検索］ をク リ ッ ク します。

Arnold Johns と Bobby Johnson の両方がシステム全体のアドレス帳に表示されている
こ とを確認します。

［検索語句］ フ ィールドに入力したそれぞれの文字列は、次の項目に対して検索され
ます。 

ユーザ名

名

姓 

いずれも、 NetMail 検索コンテキス ト内のすべての TM eDirectory ユーザが対象です。

8 Arnold Johns を選択し、 ［宛先］ をク リ ッ ク します。

Arnold の電子メールアドレスが右側の ［現在の受信者］ リ ス トに表示されるこ とを
確認します。

9 Bobby Johnson を選択し、 ［CC］ をク リ ッ ク します。

Bjohnson の電子メールアドレスも リ ス トに表示されます。

10 ［作成］ をク リ ッ ク し、 ［メールメ ッセージ］ ウ ィンド ウに戻り ます。

11 件名と簡単な本文を入力します。

12 ［送信］ をク リ ッ ク します。

13 ［メールボッ クスを表示する］ アイコン をク リ ッ ク し、 bjohnson の受信ボッ クス
を リ フレッシュします。

作成した電子メールがリ ス トに表示されるこ とを確認します。

14 ［終了］ アイコン をク リ ッ ク します。

15 ログインのリ ンクをク リ ッ ク し、 cmartin と してログインします。

16 ［作成］ アイコン をク リ ッ ク します。
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17 ［項目変更］ 行で ［アポイン ト ］ をク リ ッ ク します。

18 アポイン ト とアドレスを作成し、別の2人の eDirectoryユーザ (ajohnsおよびbjohnson)
に送信します。 

19 ［カレンダーを表示する］ アイコン をク リ ッ ク します。 

作成したアポイン トがアポイン トの リ ス トに表示されるこ とを確認します。

GroupWise Collaboration クライアントを使用した NetMail へのアクセス

注 : このセクションの手順を実行するには、32 ページの「GroupWise 6.5 Collaboration Client のインストー
ル」に記載された手順もすべて完了している必要があります。

NetMail アカウントの作成

1 GroupWise® Collaboration ク ライアン トがインス トールされている Windows ワークス
テーシ ョ ンで、 デスク ト ップの GroupWise アイコンをダブルク リ ッ ク し、 ク ラ イア
ン ト を起動します。

重要 : リモートダイヤルを設定していないコンピュータの場合は、国と市外局番の入力を求めるダイア

ログボックスが表示されます。クライアントの設定を続行するには、必要な情報を入力します。ここで

入力した内容は、GroupWise クライアントには影響しません。 

2 データベースパスを作成するかど うかを確認するプロンプ ト が表示されたら、 ［は
い］ をク リ ッ ク します。

3 ［アカウン ト の作成］ ダイアログボッ クスで、 アカウン ト の名前と して 「ajohns」
と入力します。

4 ［アカウン ト タイプ］ ド ロ ップダウン リ ス トで、 ［IMAP4］ を選択します。

5 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

6 ［受信］フ ィールドに、NNLSサーバの完全なDNS名または IPアドレスを入力します。

7 ［ログイン名］ フ ィールドに、 「ajohns」 と入力します。

8 次の 2 つのフ ィールドをク リ ッ クする と、 正しい情報が自動的に入力されます。

9 ［送信者名］ フ ィールドに、 「Arnold Johns」 と入力します。

10 ［次へ］ > ［次へ］ の順にク リ ッ ク します。

11 ［上へ］ ボタンと ［下へ］ ボタンを使用して、既存のフォルダに対する新しいフォル
ダの相対的な位置を決定します。 

たとえば、 新しいフォルダを リ ス トの一番上に移動します。

12 ［完了］ をク リ ッ ク します。
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NetMail アカウントへのアクセス

1 GroupWiseク ライアント で、前の手順で作成した ajohnsアカウント をク リ ッ ク します。

2 eDirectory のユーザ名とパスワードを使用して、 NetMail サーバにログインします。

データベースがローカルハード ド ライブに移行される間にわずかな遅延が発生する
場合があ り ます。

3 左側の画面で、 ［受信ボッ クス］ アイコン をク リ ッ ク します。

作成したメ ッセージとアポイン トが右側の画面に表示されるこ とを確認します。

GroupWise Collaboration ク ライアン ト を NetMail サーバと と もに使用する方法の詳細に
ついては、 GroupWise ク ライアン トで ［ヘルプ］ > ［What’s New ( 最新情報 )］ の順にク
リ ッ ク して ください。

iFolder の使用

注 : このセクションの手順を実行するには、5 章「Novell iFolder」(33 ページ ) に記載された手順をすべて完
了している必要があります。

iFolder クライアントを使用したユーザアカウントへのアクセス

iFolder データス ト ア内のユーザデータを暗号化する という Novell iFolder® の重要な機能
を有効にするには、 このセクシ ョ ンの手順を実行する必要があ り ます。 

データ暗号化は、 ユーザが iFolder ク ライアン ト または Novell NetDrive 経由で自分のア
カウン トに初めてアクセスしたと きに、 自動的に設定されます。 

逆に、 NetStorage または Virtual Office 経由で初めてファイルにアクセスした場合は、 パ
スフレーズを設定するよ うに求めるプロンプ トが表示されず、データス ト ア内のデータ
は暗号化されません。

1 Windows ワークステーシ ョ ンのブラウザで、次の URL を入力して iFolder サーバにア
クセスします。

http://IP_or_DNS/iFolder
IP_or_DNS は、 NNLS サーバの IP アドレスまたは DNS 名です。

2 左側の画面で、 ［ダウンロード］ リ ンクをク リ ッ ク します。

3 [ ダウンロード］ ダイアログボッ クスで、 ［開く］ をク リ ッ ク します。

4 ［次へ］ > ［次へ］ の順にク リ ッ ク します。

5 使用許諾書を読み、 ライセンスウ ィンド ウを閉じます。

6 使用許諾契約に同意するには、 ［はい］ をク リ ッ ク します。

7 ( オプシ ョ ン ) プログラムファ イルのダウンロード先と して別の場所を指定します。

8 ［次へ >］ > ［完了］ の順にク リ ッ ク します。

9 ( オプシ ョ ン ) iFolder の Readme ファ イルを読み、Readme のウ ィンド ウを閉じます。

10 ［完了］ をク リ ッ ク して、 コンピュータを再起動します。

11 コンピュータが再起動したら、 iFolder の使用方法に関する情報を読みます。

12 ［続行］ をク リ ッ ク します。
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13 そのワークステーシ ョ ンを使用する iFolderユーザのユーザ名とパスワードを使用し
て、 iFolder にログインします。

14 ワークステーシ ョ ンで iFolder のデフォルトの場所をそのまま使用するか、［参照］ボ
タンを使用して別の場所を指定します。

15 ［OK］ をク リ ッ ク します。

16 ［ファ イルを暗号化する］オプシ ョ ンをオンのままにして、［OK］ をク リ ッ ク します。

17 表示されるフ ィールドにパスフレーズ、確認用のパスフレーズ、およびヒン ト ( オプ
シ ョ ン ) をそれぞれ入力し、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

18 ［OK］ をク リ ッ ク して、 パスフレーズの回復を有効にします。

次のセクシ ョ ン 「ファ イル同期の観察」 に進んでください。

ファイル同期の観察

iFolder の仕組みは、 ファ イル同期プロセスの進行状況を観察する と よ く理解できます。

1 デスク ト ップの iFolder シ ョート カッ ト を開きます。

2 システム ト レイの iFolder アイコンをダブルク リ ッ ク して、［状態の表示］をク リ ッ ク
します。

3 デスク ト ップにテス ト用ファ イルを 1 つか 2 つ作成します。

4 作成したファ イルを iFolder Home フォルダにド ラ ッグします。

5 ［状態の表示］ウ ィンド ウで、ファ イルが iFolder サーバにコピーされるプロセスを確
認します。

6 ファ イルを削除するか、 デスク ト ップにド ラ ッグして戻し、 その操作がサーバとど
のよ うに同期されるかを観察します。

iFolder Home フォルダに 1 つか 2 つのファイルを残し、 次のセクシ ョ ン 「NetDrive」 に
進んでください。

NetDrive

Novell NetDrive を使用する と、ネッ ト ワーク ド ライブを iFolder ディ レク ト リにマップで
きます。 

1 Windowsワークステーシ ョ ンにNovell Nterprise Linux Services Companion CDを挿入し
ます。

2 CDのルートのNetDrive フォルダにある NetDrive.exe インス トールプログラムを実行
します。

よ り 詳しい情報が必要な場合は、 『Novell NetDrive 4.1 User Guide』 を参照して くだ
さい。

3 NetDriveがインス トールされたら、NetDriveシ ョート カッ ト をデスク ト ップにド ラ ッ
グし、 そのシ ョート カッ ト をダブルク リ ッ ク して NetDrive を起動します。

4 ［New Site ( 新しいサイ ト )］ をク リ ッ ク します。

5 最初のフ ィールドに、 Windows エクスプローラでド ライブのマッピングに使用する
名前を入力します。

たとえば、 「MyiFolder」 のよ うに入力してください。
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6 2 番目のフ ィールドに、 NNLS サーバの IP アドレスまたは DNS 名を入力します。

7 ［完了］ をク リ ッ ク します。

8 ［Server Type ( サーバタイプ )］ ド ロ ップダウン リ ス トで、 ［iFolder］ を選択します。

9 ［Drive ( ド ラ イブ )］ ド ロ ップダウン リ ス トから、 使用されていないド ライブ文字を
選択します。

10 ［Connect at Login/Startup ( ログイン / 起動時に接続する )］ オプシ ョ ンを選択します。

11 ［Anonymous/Public Logon ( 匿名 / パブリ ッ ク ログオン )］オプシ ョ ンをオフにします。

12 該当するフ ィールドに iFolder ユーザ名、パスワード、およびパスフレーズをそれぞ
れ入力します。

13 ［接続］ をク リ ッ ク します。

開いたウ ィンド ウに、 前のセクシ ョ ン 「ファ イル同期の観察」 で使用したサンプル
ファイルが表示されます。

14 デスク ト ップ上にNetDrive ウ ィンド ウ、iFolderデスク ト ップシ ョート カッ トのHome
フォルダ、 および ［状態の表示］ ウ ィンド ウがすべて見えるよ うに配置します。

15 NetDrive ウ ィンド ウで、 1 つのファイルの名前を変更します。

［状態の表示］ ウ ィンド ウに変更対象ファイルの名前が表示され、動作状態がデスク
ト ップシ ョート カッ トの Home フォルダに同期されるのを確認します。

通常、 NetDrive と iFolder ク ライアン トは一緒には使用しないため、 このセクシ ョ ンの
シナリオは実際の iFolder 操作を反映するものではあ り ません。

ただし、 この演習では、 サーバ上のファイルに加えられた変更が iFolder ク ライアン ト
経由でローカルファイルに同期されます。

Virtual Office の使用

1 Java 対応の Web ブラウザで、［アドレス］ フ ィールドに次のアドレスを入力します。

http://IP_or_DNS/vo
IP_or_DNS は、 NNLS サーバの IP アドレスまたは DNS 名です。

2 「iFolder の使用」 セクシ ョ ンで使用したユーザ名を入力してログインします。

メ インページの ［電子メール］ セクシ ョ ンに、 ユーザのメールボッ クスにある電子
メールメ ッセージが表示されるこ とを確認します。

3 ［eGuide］ セクシ ョ ンで、 ［姓］ フ ィールドに 「john」 と入力し、 ［検索］ をク リ ッ
ク します。

 Arnold Johns と Bobby Johnson の両方が一覧表示されます。

4 ページ上部にある各アイコンの上にマウスを移動する と、 それぞれのアイコンのラ
ベルが表示されます。 

次のセクシ ョ ンはそれぞれ独自の URL からアクセスできますが、こ こでは Virtual Office
からアクセスしてみます。
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iPrint の使用

注 : このセクションの手順を実行するには、7 章「iPrint」(37 ページ ) に記載された手順をすべて完了してい
る必要があります。

1 Virtual Office で、 ［iPrint］ アイコン をク リ ッ ク します。

iPrint は、 Virtual Office の一部と してインス トールされます。 

2 ( オプシ ョ ン ) このワークステーシ ョ ンに iPrint ク ライアン ト をまだインス トールし
ていない場合は、 ［iPrint Client のインス トール］ リ ンクをク リ ッ ク してインス トー
ルします。

3 ク ライアン トがインス トールされたら、 リ ンクをク リ ッ ク して、 41 ページの 「iPrint
プリ ンタオブジェク トの作成」 で作成したプリ ンタをインス トールします。

4 ワークステーショ ンにプリ ンタをインスト ールするためのプロンプト に入力します。

5 ［スタート ］ > ［設定］ > ［プ リ ンタ］ の順にク リ ッ ク し、 iPrinters のプロパティペー
ジにアクセスします。

6 プリ ンタを右ク リ ッ ク し、 ［プロパティ］ をク リ ッ ク します。

7 ［Print Test Page ( テス トページの印刷 )］ をク リ ッ ク します。

NetStorage の使用

注 : このセクションの手順を実行するには、5 章「Novell iFolder」(33 ページ ) と 52 ページの「iFolder の使
用」に記載された手順をすべて完了している必要があります。完了していない場合、iFolder フォルダに
eDirectory ユーザとしてアクセスしたときに、そのユーザの iFolder アカウントがそのユーザのパスフレーズ
で暗号化されません。

1 Virtual Office で、 ［ファ イル］ アイコン をク リ ッ ク します。

2 左側の画面で、 ［iFolder］ フォルダをク リ ッ ク します。

3 パスフレーズを入力し、 確認します。

4 ［Set Passphrase ( パスフレーズの設定 )］ をク リ ッ ク します。

5 ［iFolder］ フォルダを再度ク リ ッ ク します。

以前に iFolderのセクシ ョ ンで使用したファ イルが右側の画面に表示されるこ とを確
認します。

54 ページのステップ 15 の場合と同様にフォルダの内容を変更する と、 iFolder ク ラ
イアン トで行ったのと同じ動作が確認できます。サーバ上の iFolder データに加えた
変更はすべて、 ローカルに保存されたディレク ト リおよびファ イルにク ライアン ト
経由で反映されます。

6 NetStorage を使用して他のファイルス ト レージシステムにアクセスする方法の詳細
を読むには、 ［Shared ( 共有 )］ フォルダをク リ ッ ク して、 Read Me.html ファ イルを
ダブルク リ ッ ク します。

NetStorage を使用する詳細については、 『NetStorage Administration Guide』 を参照してく
ださい。
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eGuide の使用

1 Virtual Office で、 ［eGuide］ アイコン をク リ ッ ク します。

2 作成した eDirectory ユーザを表示するためのさまざま検索文字列を入力します。

現在ログインしているユーザを選択する と ［Edit Information ( 情報の編集 )］ オプ
シ ョ ンが表示されるこ とを確認して ください。 

ただし、 このオプシ ョ ンは表示専用で、 ユーザが情報を編集しよ う と しても、 変更
内容を保存するこ とはできません。 この機能を有効にするには、 ロールベースサー
ビスまたは ACL を割り当てる必要があ り ます。詳細については、『Novell eGuide 2.1.2
管理ガイ ド』 を参照して ください。

Linux User Management (LUM) の使用

次の手順を実行する と、 LUM が PAM 対応サービス と連携する仕組みがわかり ます。

1 NNLS サーバで <Ctrl>+<Alt>+<Fx> を押して、新しいシェルプロンプ ト を開きます。
こ こで、Fxは未使用のシェルプロンプ トのためのファンクシ ョ ンキー(<F1>～<F6>)
です。

2 eDirectory ユーザ ajohns と してログインします。

コマンドプロンプ トが変わり、 ログインに成功したこ とがわかり ます。

3 他のファンクシ ョ ンキー(<F2<など)を使用して、別のシェルプロンプ ト を開きます。 

4 root ユーザと してログインします。

5 次のコマンドを入力し、 /etc/pam.d ディ レク ト リに移動します。

cd /etc/pam.d
6 次のコマンドを入力し、ディ レク ト リ内のログインファ イルのコピーを作成します。

cp login login.copy
7 次のコマンドを入力し、 元のログインファ イルを編集用に開きます。

vi login
8 挿入モードに入るには、 次のコマンドを入力します。

i
9 <Delete> キーを使用して、ファ イルの先頭の 5 行を削除します。これによ り、先頭の

行は次のよ うにな り ます。 
#%PAM-1.0

10 <Esc> キーを押します。

11 <Shift> キーを押したまま、 「 ｚ 」 を 2 回続けて押します。

12 最初のシェルプロンプ トに戻り、 次のコマンドを入力して、 ユーザ ajohns と してロ
グアウ ト します。

exit
13 ユーザ ajohns と して再度ログインを試みます。

ログイン要求が不正であるこ とを示すメ ッセージがシステムから返されます。

ログインファ イルから先頭の 5 行を削除したため、 login コマンドから LUM サポー
トが削除されています。
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14 login コマンドに対する LUM サポート を復元するには、root ユーザと してログインし
たシェルプロンプ トに移動し、 次のコマンドを入力します。

rm login
これによ り、 ステップ 9 で変更したファ イルが削除されます。 続いて次のコマンド
を入力します。

y
これによ り、 ファ イルが削除されたこ とを確認できます。 最後に次のコマンドを入
力します。

mv login.copy login
これによ り、 ステップ 6 で作成したコピーファイルの名前を元のファイル名に変更
し、 元のログイン処理を復元できます。

15 最初のシェルプロンプ トに戻り、 ajohns と してログインして、 LUM サポートが復元
されたこ とを確認します。

次の手順

このガイ ドの演習を終了したら、 次に示す段階に進むこ とをお勧めします。

1. 自分の組織のニーズを割り出し、 多様な NNLS 製品コンポーネン ト をどのよ うに利
用すればそのニーズを満たせるかについて検討します。

2. 割り出したニーズを念頭に置きながら、 各コンポーネン ト をあらためて操作してみ
ます。

3. 自分の組織の eDirectory ツ リーを構築し、 組織に対する NNLS サービスのロールア
ウ ト を立案します。

NNLS のプランニング、 作業、 インス トールを進める際には、 他の NNLS 製品のマニュ
アルも参照する必要があ り ます。

タイトル 内容

『Novell Nterprise Linux Servicesインストー

ルガイド』

すべてのNNLSコンポーネントのインストールプラン

ニング用ワークシートが含まれるほか、総合的なイン
ストール手順が説明されています。

『Novell Nterprise Linux Services 概要・プラ

ンニング・インプリメンテーションガイド』

すべてのコンポーネントに関する詳細情報に加えて、
プランニングの情報と手順、および各 NNLS 製品コン

ポーネントの管理ガイドに記載された設定保守情報
についても説明されています。
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